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７
月

11
日
に
町
児
童
福
祉
会
館
で
開

催
し
た
第
１
回
会
議
に

17
名
が
参
加
し
、

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
を
出

し
合
っ
た
。 

 

２
年
目
と
な
る
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
海
！
山
！
川
！
地
域
資
源
を
活
か
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
」
。
か
ね
て
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や

懇
談
会
な
ど
で
ま
ち
の
豊
富
な
ア
ウ
ト

ド
ア
資
源
の
優
位
性
を
指
摘
す
る
声
が

多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
引

き
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。 

会
場
は
、
十
勝
で
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光

を
推
進
す
る
（
株
）
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
十
勝
（
以
下
、
Ｄ
Ｔ
）
が
設
え
た

キ
ャ
ン
プ
用
の
テ
ー
ブ
ル
や
チ
ェ
ア
、

ラ
ン
タ
ン
な
ど
が
ア
ウ
ト
ド
ア
気
分
を

演
出
、
参
加
者
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム

ー
ド
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
臨
ん
だ
。 

 

冒
頭
、
村
瀨
優
町
長
は
、
「
町
で
は
シ

ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
り

方
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
意
見
を
参
考
に
し
た
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
、
そ
の
後
、
Ｄ
Ｔ
の
佐
藤
洸
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
市
場

の
動
向
な
ど
を
紹
介
、
続
け
て
今
年
度

町
の
水
産
商
工
観
光
課
に
着
任
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
磯
野
巧
氏
か
ら
、 

                 広
尾
町
に
お
け
る
体
験
型
観
光
の
取
組

に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。
町
内
で
体

験
型
観
光
を
推
進
す
る
ピ
ロ
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
に
も
参
加
す
る
磯
野

氏
は
、
観
光
目
的
地
と
し
て
の
広
尾
町

の
現
状
を
分
析
、
不
利
な
条
件
を
プ
ラ

ス
に
転
換
す
る
た
め
、
実
践
を
通
じ
て

体
験
型
観
光
の
可
能
性
を
考
察
し
、
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
参
加
者
に
投

げ
か
け
た
。 

 
そ
の
後
の
Ｗ
Ｓ
は
、
Ｄ
Ｔ
の
中
村
真

也
氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

10
代
か
ら

60
代
ま
で
の
参
加
者
が
「
過

去
に
あ
っ
て
今
な
い
も
の
」
「
現
在
あ
る

も
の
」
「
未
来
あ
っ
た
ら
い
い
も
の
」
を

そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
し
た
付
箋
紙
に
書
き

出
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
模
造
紙
に
貼
り
付
け
た
。
各

グ
ル
ー
プ
に
は
異
な
る
職
業
や
年
代
の

参
加
者
が
入
り
混
じ
り
初
対
面
の
人
も

い

る

中

、

意

見

を

出

し

合

う

う

ち

に

徐
々
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
年
配

の
参
加
者
が
挙
げ
る
「
過
去
に
あ
っ
た

も
の
」
の
中
に
は
若
い
参
加
者
が
生
ま

れ
る
前
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
代
が
「
古
く
て
新
し
い
魅
力
」
を
発

見
し
あ
っ
た
。 

 

終
了
後
、
田
中
靖
章
副
町
長
は
、
「
Ｗ

Ｓ
は
制
約
の
無
い
中
で
自
由
に
楽
し
い

意
見
交
換
が
出
来
る
。
皆
さ
ん
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
は
す
べ
て

が
実
現
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
多

く
の
町
民
の
熱
意
が
高
ま
る
こ
と
で
前

進
す
る
。
今
後
も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
述

べ
た
。
事
務
局
の
企
画
課
は
、
今
年
度

ア
ウ
ト
ド
ア
を
テ
ー
マ
と
し
た
町
民
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

参
加
者
に
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会

へ
の
参
画
を
求
め
た
。 

次
回
以
降
の
会
議
で
は
、
今
回
出
さ

れ
た
意
見
を
基
に
議
論
を
深
め
て
い
く

予
定
と
し
て
い
る
。 

海！山！川！ キャンプ！キャンプ！キャンプ！ 

１  2022 年（令和 4 年）7 月 2７日（水曜日）   まちづくり未来新聞           第 3 号  

アウトドア資源の可能性探る 

広尾町は、今年度の「まちづくり町民みらい会議」をスタートさせた。 

「みらい会議」は、昨年度から始めたまちづくりに町民の声を反映させる取組

で、無作為に抽出した千人の町民に案内状を発送し、これに応じた１９名を新

たなメンバーとし、まちのアウトドア資源について意見を出し合うワークショ

ップ（ＷＳ）を行った。 

町民 

スノーピーク製のテーブルとチェアでアウトドア気分を味わう参加者  

町民参加で、まちをもっと盛り上げよう！ 

ま
ち
づ
く
り
未
来
新
聞 

第
３
号 

１９名 
～ 多世代、異業種が集い未来を語り合う～ 

活発に意見を出し合う参加者  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 班ごとにまとめた意見をご紹介します（一部を抜粋）－ 

過去にあって今ないもの 

★水族館 ★汽車 ★トナカイ２頭 

★役場回りの食堂 ★えいが館 など 

現在あるもの 

★サンタハウス ★港（釣りが出来る） 

★全部そろった自然 など 

未来あったらいいもの 

★サバゲー場 ★道の駅  

★ゲストハウス など 

詳細は、こちらから 

 

 

２  202２年（令和４年）7 月 27 日（水曜日）   まちづくり未来新聞           第 3 号 

Ａ班 

 

過去にあって今ないもの 

★ゆるやかな川   ★遊園地  ★海水浴場 

★ゲームセンター  ★若者が集まる場所 など 

現在あるもの 

★太平洋からの朝日 ★日高山脈の美しさ 

★グリーンパーク  ★草原（平らな） など 

未来あったらいいもの 

★海が見えるカフェ ★整備された公園 など 

Ｂ班 

 

Ｃ班 

 
過去にあって今ないもの 

★森林公園のアスレチック ★カラオケ 

★海浜留学  ★フェリー など 

現在あるもの 

★サンタランド ★名もなき森の中 

★野塚の夕日  ★黄金道路沿いの海岸 など 

未来あったらいいもの 

★ロープウェー ★温水プール ★つりぼり など 


